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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは、宇宙ステーション関係ですが、
油井亀美也宇宙飛行士が、今月から12月まで国際宇宙ステーションに長期滞在予定です。
宇宙ならではの環境を活かし、病気の解明や医薬品の開発につながる医学実験や高品質なタンパク質結晶を作る実験など、多数の実験を行う予定です。

また、補給機「こうのとり」5号機を8月16日に種子島宇宙センターより打ち上げる予定です。
宇宙への定期便として、暗黒物質ダークマターを調べる実験装置CALETや多目的ラックなどの大型の荷物、小動物飼育装置などの実験装置を宇宙ステーションに運びます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次は宇宙科学関係のイベントですが、12月3日に、みなさまから応援をいただいております「はやぶさ２」が地球スイングバイを行う予定です。
小惑星への到着は2018年ですが、現在のところ、順調に航行中です。
また、金星探査機あかつきが、今年12月7日、金星周回軌道への投入に再び挑戦します。
さらに、X線天文衛星ASTRO-Hを今年度中に打ち上げることが決まっております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に航空関係です。
この夏、超音速旅客機実現の課題であるソニックブームを低減させるための 実験プロジェクトを開始しています。
航空機が超音速で飛行する時、ソニックブームと呼ばれる衝撃波が発生し、窓ガラスが割れたり、爆音が生じたりします。
コンコルドがビジネスとして成功しなかったのも、ソニックブームが一因と言われています。
「静かな超音速旅客機」の実現に向け、スウェーデンの実験場にて、JAXA独自の「低ソニックブーム設計概念」を用いて設計したこちらの超音速試験機を気球から分離し、飛行状態でのソニックブーム計測を試みます。ご期待ください。

【参考】http://www.aero.jaxa.jp/research/frontier/sst/
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そのほか、今年度に行う開発について紹介します。まず、ロケット関係ですが、基幹ロケット高度化プロジェクトは今年度飛行実証を予定しています。H3ロケットは2020年の打上げに向けて基本設計を実施中です。2013年に試験機の打上げに成功したイプシロンロケットは、2号機に向けて強化型イプシロンロケットの開発を進めています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に人工衛星関係ですが、地球観測衛星ではGOSAT-2（ゴーサットツー）、SLATS（スラッツ）、GCOM-C（ジーコムシー）、EarthCARE（アースケア）を打上げに向けて開発しています。EarthCAREは、欧州宇宙機関との国際共同プロジェクトです。
科学衛星ではジオスペース探査衛星「ERG」、惑星探査衛星としては水星探査ミッションのベビコロンボの開発を進めています。また、先進光学衛星、光データ通信衛星の開発検討にも着手しています。

何故このような宇宙航空へのチャレンジが必要なのか、JAXAを取り巻く環境 の変化を踏まえ、世の中が抱える課題解決へのJAXAの取り組みについて、この後 奥村理事長より皆様にお話しいただきます。
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